
1

淀川水系流域委員会
第７０回委員会

丹生ダムにおける
異常渇水対策容量の確保について

平成２０年１月９日

川 上 聰

淀川水系流域委員会

第70回委員会（H20.1.9）

審議資料２－１

淀川水系流域委員会

第71回委員会（H20.1.29）

審議資料１－２

2

• 丹生ダムに異常渇水対策容量を確保する。

• 目的：既往最大規模の渇水（S14～15年）

時に断水を生じさせないこと。

• 目標：既往最大規模の渇水（S14～15年）

時に琵琶湖の水位を利用低水位以下にし
ない。

• 根拠：各種条件による異常渇水シュミレー
ション
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ダムなしの場合
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ダムありの場合
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• ダムなしの場合もダムありの場合も、
２０％取水制限の期間が同じ。

• 丹生ダムに異常渇水対策容量を確保
する意味がない？
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平成6年渇水時の対応は？

• 琵琶湖水位：－１２３cm

• 取水制限：２０％

• 給水制限：減圧給水実施、断水なし。

• 給水制限の期間：
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河川管理者の基本的な考え方の例

• 既往最大渇水と言うのは、結果として既往最大であっ
たと分かるのであり、渇水の初期や渇水が進行する過
程で、その渇水が既往最大渇水であることを前提に非
常事態として対応するということができるものではあり
ません。（平成19年12月27日第69回委員会審議資料
1-8）

１．さまざまな条件でシュミレーションができる現在でも、
この考え方、この姿勢で良いのか？

２．これではいつも後手後手になるのではないか？

３．渇水予報、異常渇水警報を出して節水を求める、取
水制限を始めるなどの工夫が必要。

４．今後設置される予定の（仮）利水者会議の重要課題。
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• 早期（BSL－60cm、－65cm、－70cmなど）に
取水制限を開始し、適切に下流派
川の維持流量をカットすることにより
琵琶湖の利用低水位（BSL－１.5m
）を割り込むことなしに水位を維持で
きる。
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第69回委員会審議資料1-8

補足説明についての河川管理者の結論（１）
• 取水制限の早期化ができないか？～できない。

→取水制限の早期化を実施すべきである。

• 気象予測の進歩により渇水が予測される場合のみ取水
制限の早期化ができないか？ ～できない。

→気象予測の充実を図り、できるようにすべきである。

• １０％程度の取水制限ならあまり影響はないのではない
か？～影響は多大。

→あまり影響はない。（平成6年渇水の事例）

• 既往最大渇水のような非常事態においては、夜間断水
程度のことは受忍すべきではないか？～求められない。

→受任すべきである。それを求めるのが水需要管理。
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第69回委員会審議資料1-8
補足説明についての河川管理者の結論（２）

• 既往最大渇水のような非常事態においては、維
持流量を削減して対応すべきではないか？

→維持流量を適切に削減して対応すべきである。
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• 丹生ダムに異常渇水対策容量を確
保する必要性に疑問あり。


